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市長定例記者会見

放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの
充実に向けた調査結果について

保護者アンケート結果
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調査の背景

共働き家庭において

「小１の壁」の解消に向けて求められているものは？

小学校入学を機に負担が増えること

校門が開くのが８時過ぎだから、
出勤時間を調整しないと…

保育所に比べると
利用料の負担が大きい…

給食がないときは
お弁当をつくらないと…



保護者向け調査概要
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回答者数
3,254人
（調査対象者11,823人（90クラブ）、回答率27.5％）
※全558クラブのうち、区ごとのクラブ数の差を考慮したうえで、全区から抽出

調査手法 クラブを通じて、webアンケートの回答を依頼

調査項目
・基本属性（子どもの人数、子育て環境、年収等）
・子育てに関する負担感、クラブの満足度等
・個別項目（長期休業期間の昼食、利用料、預かり時間等）

目 的 クラブを利用する保護者の負担感の分析
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０１ 長期休業期間中の昼食提供サービス

n=3,254

93％
が利用を希望
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54.6％

47.8％

44.3％

39.0％

31.3％

30.5％

5.5％

利用のしやすさ

栄養バランス

利用料

食中毒

メニュー選択の可否

食事の量

アレルギー対応

０１ 長期休業期間中の昼食提供サービス

昼食の提供について、

最も関心のある事は「利用のしやすさ」

（３つまで回答可）

n=3,254
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8.0%

21.2%

31.9%

8.0%

30.8%

０１ 長期休業期間中の昼食提供サービス

n=3,019

・平均利用希望回数は週3.5回
・平日毎日（週５回）の希望も３割

週１回 週２回 週３回 週４回 週５回
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32.3%

29.1%
30.3%

24.3% 23.0% 22.8%

１年生

(n=1,194)

２年生

(n=1,072)

３年生

(n=773)

４年生

(n=415)

５年生

(n=222)

６年生

(n=101)

０２ 朝の預かりサービス（学年別）

学年によらず、一定のニーズがある

（「利用したい」と回答した方の割合）
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20.3%

42.3%

47.4%

20.6％

43.4％

53.8％

子どものほうが早く家を出る(n=1,904)

同時に家を出る(n=1,046)

保護者のほうが早く家を出る(n=304)

子どものほうが早く家を出る(n=1,331)

同時に家を出る(n=762)

保護者のほうが早く家を出る(n=173)

０２ 朝の預かりサービス（朝の登校状況別）

・保護者の出勤が早いほど、朝の預かりニーズが高い

・特に１・２年生では５割を超える

（「利用したい」と回答した方の割合）

全
学
年

１
・
２
年
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22.3％

21.4%

14.0%

6.2%

72.2%

67.5%

55.6%

42.9%

400万円未満(n=112)

400～800万円未満(n=654)

800～1,250万円未満(n=757)

1,250万円以上(n=337)

400万円未満(n=18)

400～800万円未満(n=114)

800～1,250万円未満(n=259)

1,250万円以上(n=126)

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

児
童
ク
ラ
ブ

０３ 利用料の負担感（クラブ種別・世帯の合計年収別）

負担感は収入の状況によって変化

（「高い」・「どちらかと言うと高い」と回答した方の割合）

種別 月額利用料

キッズ
クラブ

17時まで 2,000円

19時まで 5,000円

児童クラブ 17,100円（平均）

クラブ種別ごとの利用料



まとめ
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長期休業期間中の
昼食提供サービス

０１ 93％が希望

学年問わずニーズあり
出勤が早いほどニーズ 大

朝の預かりサービス０２

利用料の負担感 収入状況が影響０３


